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      読書する意味  

 

                    代表  皆倉 宣之 

 

第77回となる今年の読書週間の標語は「私のペース

で しおりは進む」でした。読書と言えば中高生の読書離

れ（1カ月に1冊も本を読まない児童生徒は、小学生

6.4％、中学生18.6％、高校生51.1％）が話題となりま

すが、そもそも読書する意味は何なのでしょうか。 

一般的には「あなたの趣味は何ですか」という問いに

対する「読書です」と言った具合に、楽しみあるいは娯楽

としての側面があります。もちろん教養を高めるためとか、

仕事上の必要に迫られてとか、試験に役立てるために

等々千差万別です。 

  さて、ここでなぜ読書する意味とは何かという問いを

たてたのにはわけがあります。それは今中国では川端康

成文学の出版ラッシュが続いていることと、その社会現

象と呼べるほどの川端文学ブームの背景に目を向けま

すと、先ほど触れました一般的な読書論とは、かなり異な

る理由が見て取れるからです。 

中国の文化・文芸状況に詳しい作家で大学教員の毛

丹青さんによりますと、２０１３年の習近平政権誕生以来、

言論政策における統制色が強まって来ており、出版物に

おける特に海外からの書籍などは今まで以上に細かく

検閲されているそうです。そうなりますと当然検閲の対象 

とならない作家の作品が選ばれます。そこであまり反社

会的運動や戦争をテーマにしていない川端作品が採用

され出版されるようになります。 

  問題は読者が川端作品をなぜ求め、どのように読ん

でいるかです。このことについて毛丹青さんは次のよう

な見方をしています。「人々は文学における物語の筋立

てというよりむしろ、川端文学のように心を豊かにし、生

活に潤いを与えるような美しい言葉を求めています。彼

らは文学をまるで“癒しグッズ”のように消費するという

ことで、日々の不満や生きづらさを解消しようとしている

のです。現在の中国では、教養のためというより、心を癒

し、生活の質を向上させるために川端作品が選ばれて

いるのです。」と。 

  国家の体制からくる思想や表現の自由への介入が、

延いては読書の自由をも奪うという結果をも招くというこ

とは、恐ろしいことです。自ら望んだ楽しむための読書で

はなく、社会の強圧から 

のがれるための読書だとしたら、 

それは不本意な読書であり 

不幸というしかありません。 
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中島京子さん講演会のお知らせ  
２０２４年３月１０日（日）13：00～15：00  

千葉市生涯学習センター大ホール   詳細は次号にてお知らせします。お楽しみに♪ 

地区のつどいにご参加ください♪ 

ブックトーク 「いのちをつなぐ物語」 

日 時： ２０２４年１月９日（火） 10：00～11：45 

会 場： 千葉市生涯学習センター３階 研修室 2 

申込み： としょかんふれんず千葉市のメール 

詳細は 5頁をご覧ください。 

 

 

読書会 「俳句の本を読む」（第68回） 

日時：2023年12月10日（日） 14時～16時 

会場：中央図書館 グループ研修室（予定） 

課題本：『俳句いまむかし』 

坪内 稔典（毎日新聞出版）2020.8出版 

千葉市図書館に３冊所蔵 
(前回の報告は 8頁) 
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今回は中央図書館、アトリウムガーデン、生涯学習

センターの３か所で読書まつりが行われ、コロナ禍前

にもどるような賑わいが見られました。 

私たちの会はバッジづくりで読書ま

つりに協力をしました。バッジは図書館

職員の内田みゆきさんが創ったキャラ

クター「本多
ほ ん だ

くん」を使って作製。 

当日は「世界のともだちパネル展」

（グループ研修室）と「としょかんふれ

んず千葉市」の紹介の展示（1Ｆフロ

ア）とで参加しました。 
 

  
 

来場者 子ども 67 人、 大人 76 人  計 143人 

スタンプラリーの会場となり、おみやげに切り絵のし

おりをプレゼントしました。 

 

パネル展では、『世界のともだち』（偕成社）の３６か

国の写真絵本を展示。今年４月に開校した公立夜間

中学「千葉市立真砂中学校かがやき分校」、千葉市の

外国籍の人口や、自主夜間中学と公立夜間中学との

違いなども掲示しました。ちば自主夜間中学で学んで

いる生徒たちの国、中国、モンゴル、ネパール、フィリピ

ン、韓国、インド、ベトナムの７か国のパネルをボードに

貼り紹介しました。 

運営委員と会員の協力者とでパネルを紹介し、ちば

自主夜間中学のボランティアの方に、始めた経緯や現

在行われている授業の様子なども話していただきまし

た。 

見学者から 

〇台湾で素話をしたことのある留学生は、この時期の

日本の図書館のイベントに興味があったので訪れた。 

『かにむかし』など昔読んだ。帰国したら、読書の面白

さを伝えたいと夢を語ってくれました。 

 

 
〇ある親子は、自分たちは中国人で、子どもたちは日

本で生まれたので全く中国語が話せない。教えたいが

難しいなどと話してくれました。 

〇夜間中学のことを知らなかった。自主と公立がある

ことも初めて知った。違いもよく理解できたという親子

もいました。 

来場者 子ども 54 人、大人 55 人 計１０９人 

展示は、昨年のものに新たな活動を加えリニューア

ルしました。 

今回はスタンプラリーにも参加したので、立ち寄る来

場者が増え、「としょかんふれんず千葉市」の活動をよ

り多くの方に紹介する良い機会になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見学者から 

〇図書館見学に興味を持った方がリニューアル後の浦

安図書館を知りたいと。リニューアルした浦安図書館

見学記や浦安図書館長の講演録も過去の会報で読

むことができると紹介しました。 

〇「毎年ふれんずの古本市には来ています。」等と何人

もの人に声を掛けられ、私たちが図書館を応援してい

る団体であることが少しずつ知られてきていることを感

じました。 

令和５年度  第２０回  読書まつり 

2023 年 11 月 12 日 (日 )１０時～１５時３０分   

千葉市中央図書館  
 

 

 

 

としょかんふれんず千葉市の展示 

夜間中学の掲示 

バッジ 

パネル展の様子 

世界のともだちパネル展 

としょかんふれんず千葉市  活動の展示 
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歌と本のミニコンサートの様子 

《新たなイベント》 

今回、読書まつりで初めて行われたユニークなイベン

トがいくつかありました。 
 

 

 

このイベントは新しい取り組みと思っていましたが、

実は１０周年記念の読書まつりの年にも開催している

と伺いました。図書館職員の方が曲にまつわる本を紹

介した後、プロの歌手の方が歌い、「はらぺこあおむし」

やオペラなど５曲を楽しみました。紹介した本は譜面台

の上に置かれ、そのまま貸し出しができるという読書ま

つりならではの催し物となっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

マジックで

始まり、落語は

「時そば」。独自の笑いを加えて話された。親子づれが

多く、小さな子どもたちはそばをすするところが楽しくて、

笑い声がアトリウムに響きました。マジックや落語に関

連する本を近くに並べ、「歌と本のミニコンサート」と同

じようにその場で借りられるとよかったです。 

 

縄文ゲーム塾＆土偶ペーパークラフト   

（加曽利貝塚博物館） 

  縄文ゲーム

の一つは粘土

で作った「いの

しし」と「縄文

人」とが盤上で

特別な手作りサ

イコロの目に従

い、いのしし狩り

をするゲーム。 

もう一つは貝塚から出土した代表的な貝（イボキサ

ゴ貝）に色を付け、碁石に見立て、五目並べのように遊

びます。ルールはすぐに覚えられ、子どもはもちろん、大

人も面白そうに対戦していました。 
 

 

 

タブレットを利用して、電子書籍をどうやって読むのか

を体験するコーナー。直接操作をして実際にタブレット

で読むところまでを丁寧に教えてくれました。 

工作体験は大変人気があって、申込者

が途絶えず、親子でストローを吹いて長い

赤い紙の舌を動かすピロピロ君やしおり

づくりを楽しんでいました。 
 

 
子どもからお年寄りまで幅広い年代を対象にした、

誰もが楽しめる図書館にふさわしいまつりとなっていま

した。老夫婦がスタンプラリーに参加しながら、見て回

っている姿も見かけました。今後は、さらに一歩進めて

企画の段階から市民の声を聞き、市民と一緒に作り、

盛り上げる読書まつりになっていくことができればよい

と思いました。              （運営委員） 

土偶ペーパークラフト 

はじめての読書まつり 

                 協力者 会員 ○○○○ 

2022年4月に会員になって、初めて「読書まつり」に

参加しました。会場には、世界のともだちパネル展とし

て、ベトナム、インド、ネパールなどアジアの国々の子供

たちの写真が掲載されています。受付でスタンプラリー

のスタンプ係をしていた私は、「どんな人が来るのか

な？」と始まる前からどきどき、わくわくでした。一人で

じっくりパネルを見ている紳士、小さなお子さんを連れ

た若いご夫婦、楽しそうにおしゃべりしながらパネルを

見ているお友達同士の二人連れなど、みなさん楽しそ

うです。「ベトナムに行ったことがあるよ」とか、「中国籍

なんです」という国際派も来られて、いろいろなお話が

できた楽しい時間でした。来訪者には、切り絵のしおり

のプレゼントがあって、みなさんとても嬉しそうでした。 
  

フリーの時間には、「大人のためのおはなし会」に参

加したり、縄文土偶のペーパークラフトや、加曽利貝塚

キャラクター「かそりーぬ」のキーホルダーをつくったり

と、いろいろと体験しながら、他の出展者の方々や図書

館の方々ともお話できました。自分たちの展示会場に

来られるお客様とお話しするのも楽しいですし、 

他の会場の皆さんともお話し 

できて、とても充実した時間でした。 

帰りには、手元にお土産が 

いっぱいになりましたが、 

それ以上に、心にいっぱいの 

お土産をいただきました。 

少しのお手伝いしかできなかった 

けれども、開催側での参加は、 

格別楽しいです。また次回も 

参加したいなと思いつつ家路をたどりました。 

 

 

土偶ペーパークラフト
を作る会員さん 

ピロピロ君

縄文ゲーム 

歌と本のミニコンサート 

 

落 語  （稲毛お噺笑会）  

 

 

おしゃれなしおりをつくろう 

＆ピロピロ君をつくろう   （子ども交流館） 

 

 

電子書籍を読んでみよう！ 
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まだまだ暑さが続いていた9月の終わり。「花見川図

書館読書まつり」に出かけた。 

いただいたチラシ。 

この内容は昨年度までの「子ども読書まつり」の時

とさほど変わらない。 

館内は建て替え前の花見川図書館のように「まつり」

という華やかな雰囲気はなかったが、読書まつりのポ

スター掲示があり、入口周辺もきれいに整えられ職員

の方々の「さあどうぞ！」という歓迎の笑顔があった。 

 

 「わらべうたと絵本の会」までの時間「図書館クイズ」

に挑戦。図書館の方が作られたクイズには「図書館の

本が好きなこどものみなさん対象」とあったが、子ども

に戻って我が身を試した。初級編、中級編をこなし、上

級編ではなんと知らない本が2冊、『アリクイにおまか

せ』（竹下文子/作 堀川波/絵 小峰書店）と『いたず

らおばあさん』（高楼方子/作 千葉史子/絵 フレーベ

ル館）。早速、貸出を受け楽しく読み答えを書いた。『い

たずらおばあさん』は挿絵もなかなか素敵で、千葉史

子は高楼方子の姉であることも知った。ここでは多くの

子どもたちに接する図書館の方のおすすめ本を読む機

会を得た。これまで手に取らなかった本だ。 

 

次に11時からの「わらべうたと絵本の会」を見学。と

ころが会場は図書館ではなくて複合施設「こてはし台

公民館」の一室。先着10名とあったが参加者は2組の

家族。利用者はまさか9月に読書まつりとは考えなかっ

たのでは。参加者が少ないのは寂しい。 

  市内で一番早い読書まつり。しかも9月。今までとは

少し様子が違う。そこでこの花見川図書館の読書まつ

りが9月になったのは、10月、11月の土曜日、公民館

の部屋が使えなかったのではと調べてみた。その結果

9月だけ第5週の土曜日があった。公民館は定期的な

利用者で部屋の空いている時がなく、第5週は単発で

利用できるのだと聞いたことがある。こてはし台公民館

の10月、11月の土曜日のどこか一日、「花見川図書

館読書まつり」優先にできなかったのかとふと思った。

そして図書館の方たちも苦労されたのではと考えてし

まった。 

さらにこの日の「おはなし会」は夕方4時～４時30分、

終わればすぐに暗くなる。土曜日は子どもたちの学校

もお休み。もう少し早い時間の「おはなし会」にならな

かったのか。この時間しか公民館の部屋は空いていな

かったのか。別の理由があったのかもしれないが。 

  

 このような企画は準備が必要であり、近隣住民への

呼びかけやお知らせなど時間が必要。せっかくの企画

事業、多くの利用者に参加してほしいと主催者は当然

期待する。 

複合施設の良い点はあるかもしれない、でもやはり

図書館独自の読書室、集会室は必要なのではないか。

特にこの地域の住民にとって花見川図書館は長年親

しんだ「知の拠点」なのだから。 

   

「若葉図書館では本の楽しさを知っていただくために

下記のイベントを開催します。ぜひ、ご家族でご参加く

ださい」と案内のチラシ。 

報告   

花見川図書館 読書まつり   
2023 年 9 月 30 日（土）10：00～17：00 

報告  

若葉図書館 読書まつり   

～みんなで楽しむ図書館～ 

２０２３年 １０月 14 日（土） 
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  入り口を入るとすぐに、本大すき（木）が展示されて

いた。 

 「つくってあそぼう～算数工作～ 」に参加したくて10

時に図書館へ。算数工作に興味があったが、なんと８

枚の折り紙を同じ形に折りそれを繋げて「万華鏡」を

作る工作。これも算数なのねと思いつつ折り紙が下手

な私は時間ばかりが過ぎた。 

帰宅後この「折り紙の万華鏡」を調べてみた。色々と

変化する美しい万華鏡がアップされていた。そうか色を

選んで、枚数を増やして作ればよいのだ。 

 

次に２階「親子で楽しむわらべうた」の会場へ。参加

者は一組の親子。わらべうたの案内はどのようにされ

ていたのか。広報や図書館内での貼り紙なのか？もっ

と参加者があってもいいのではと残念に思った。 

わらべうたの後は同じ会場で「高校生が語るおはな

し会」。桜林高校ボランティア部の生徒さんによる読み

聞かせ。会場で、私たちが主催した古本市の時協力い

ただいた先生にお会いした。私はすかさず次期古本市

もよろしくとあいさつ。このボランティア部は図書ボラン

ティアの他、障害者スポーツ補助や 

環境ボランティアなどの活動 

をしている。今一番大切にされている 

活動の一つだ。 

 

～若葉図書館へ行って改めて考えた～ 

若葉図書館の入り口は解りにくい。昭和49年に建

設された当時はもっと明るかったのではなかったか。な

ぜこのような利用しにくい入口に（導線）なってしまった

のか、市の運営はどうなっていたのか、この状況を地域

住民はどう見ていたのか、今更ながら考えてしまった。 

「千城台公民館・若葉図書館の移転について（お知

らせ）～千城台南小学校跡施設へ移転します～（令和

４年３月２９日付け）」によれば、若葉図書館と、やはり

利用しにくい入口となっている千城台公民館（昭和47

年建設）は「複合化による再整備を行うこととなった」

移転先は「千城台南小学校跡地、令和９年移転予定」

とあった。 

住民として複合化の施設がいけないとは思わない

が、行政は地域住民の声を頻繁に聞き取り公共施設

の設置に尽力すること。そして図書館と公民館を単に

社会教育施設として安易に複合化すればよいと進める

ことなく、図書館法、社会教育法に基づいたそれぞれの

役割を明確にし、「教育と文化の発展」を支える地域

の施設として運営すること。 

これにともない私たち住民は、移転前の施設のよう

に徐々に不便な施設とならないよう、この施設ができる

までもできてからも皆で見守っていくのが大切と考え

た。 

                          （運営委員） 
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新市役所本庁舎で、新教育長の鶴岡克彦氏とご挨

拶し、新任の生涯学習部長と面談、その後、学校教育

部教育指導課と面談した。 

 

まず、齋木部長より千葉市図書館についてお考えを

伺った。  

初めて図書館の所管部長になった。図書館は地域と

密着した施設として公民館図書室も含め、利用者を増

やしていきたい。図書館も公民館も建物が古くなり建

て替えを控えているところがある。利用者にとっての利

便性（返却ポスト・インターネット予約・自動貸出機など）

も考えなくてはならないが、一番は人と人を介して本や

読書につなげることが大事だと思っている。 

 

若葉図書館を含む複合化施設の展望についは、複

合化施設としての相乗効果を考えて検討している。若

葉図書館を含む複合施設は、面積は今より狭くなるが、

外に広場・テラス・遊歩道などを設けて利用してもらう。

地域の拠点として、子どもの居場所として、公民館を子

どもにも知ってもらいたい。また避難所機能の強化、地

域の方との連携が大事であり、地域にあった施策が必

要である。 

 

  花見川図書館・こてはし台公民館は、複合化により、

図書館施設に利用者が使える部屋がなくなっている。

当会からは、複合施設になっても利用者が使える部屋

のすべてを公民館に頼るのではなく、図書館に部屋を

確保してほしいと伝えた。 

 

 

学校図書館の現状と今年度の取り組みなどについ

てお聞きした。 

 

① 令和5年度の学校図書館資料費  

小学校 4,430万円（107校）  

昨年度 4,430万円（108校） 

中学校 3,244.1万円（54校）  

昨年度 3,431万円（54校） 

特別支援校 74万円 (3校) 

② 図書館指導員の配置状況 

 総数109名 昨年度112名 

小学校週4日間配置 34校 週2日間配置73校 

中学校週4日間配置 21校 週2日間配置32校 

特別支援校週2日間配置 3校 

  小学校を手厚くした。小中学校に各2日勤務する小

中連携校を6校に増やした。 

③ 令和４年度の読書量調査結果、不読率、蔵書率 

 読書量調査は全校では2週間行った。抽出30校で

は4週間行った。 

・4週間の読書量  

小学校20.6冊（昨年度17.1冊）全国平均13.2冊 

中学校 7.5冊（昨年度6.4冊）全国平均 4.3冊 

・蔵書率100％達成数  

小学校60校（55%） 中学校23校（42.5%）  

市平均は小学校103% 特別支援校119%  

地域環境や生徒数の違いがあり、学校により差がある。 

・朝読書 

 小学校86.1%(108校中93校) 

 中学校94.4%(54校中51校) 

・不読率 

小学校0.6%(全国6.4%)  中学校1.2%(全国

18.6%) 朝読書を実施している学校が多いことによ

り、良い結果が得られている。 

④デジタル化 GIGAタブ 電子書籍など学校現場の

取り組み 

  GIGAタブでは図書館の利用カードがあれば千葉

市図書館の電子書籍も読めることを周知している。 

⑤新聞の配備 

 小学校75%(81校)  

 中学校92.6%(50校) 

 少しずつ増えている。 

⑥図書館指導員の研修 

  年に５回実施 1回目と5回目は全体で行った。ギガ

タブの操作研修も行っている。 (運営委員）

生涯学習部長との面談 

日時 2023年10月17日（火） 10:00～10:50 

会場 市役所本庁舎10階 会議室 

出席者 齋木久美子生涯学習部長  

内海生涯学習振興課長   他１名 

 運営委員５名 

 

学校教育部教育指導課面談 

日時 2023年10月17日（火） 10:50～12:00  

会場 市役所本庁舎10階 会議室 

出席者 畠山裕子指導主事  

教育改革推進課2名   運営委員 5名 
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【非正規図書館司書の現実】 

２０２３年１１月５日（日）朝日新聞、非正規の図書館

司書として働く作家の佐原ひかりさんの記事が掲載さ

れた。図書館が好きで、作家業は司書を続けるためと

言う。非正規司書の仕事は「１日７時間の週５日

勤務で、月の手取りは約１４万円。生活はギリギ

リだった。」と。非正規図書館職員の現実がある。 

佐原さんは、「好きだし楽しいけど、それと低賃

金の待遇を受け入れることは全く別の問題。」

「低賃金でも頑張りたいという人の気持ちで、何

とか成り立たせている状態でした。簡単に言えば

「やりがい搾取」ですよね。」と。 

 

日本図書館協会の調査（2022年）によると、

公立図書館職員の76%が非正規職員。 

「地方自治体は、財政難の中で増える仕事量

に対応するため、非正規公務員の採用を増やし

てきた。」「その採用方法や任期などを明確にし

て統一する狙いで設けられたのが、会計年度任

用職員の制度だ。」「制度が始まった２０２０年４

月時点で、全国に約６２万人おり、非正規の地方

公務員の約９割を占めた。」１年ごとに更新が必

要で、「公募によらない再任用は原則２回まで」

という基準を総務省が例示したため、多くの自治体が

その方針を採用した。 

「まさか、切られるとは。」狭山市立図書館で２２年間

非正規の司書として働いた女性が職を失った。「根幹

業務を担う専門性を持つ非正規公務員をないがしろに

すれば、市民サービスにも影響が出る。公務の現場が

やせ細っている」と危惧する。（2023.7.31朝日新聞） 

 

図書館だけではない。公的な仕事の非正規化が進

んだ結果、若年層を中心に不安定な雇用が広がってい

る。杉並区長の岸本聡子氏は、公的な雇用を安定させ

ることを「公共の再生」と呼び、選挙で訴えきた。「今の

日本は、「公的なものは削減すべきだ」「民間の競争に

ゆだねるべきだ」という考えが浸透してしまいました。」

「公共財やサービスは市民共同の財産」「区立施設と

区の職員は『コスト』ではなく『財産』です」と語る。 

（2023.3.9 朝日新聞） 

非正規図書館職員も市民にとっての「財産」である。

図書館司書は公共性も専門性も高い職業であり、経験

や知識の積み重ねは長期で働ける環境がないと育た

ない。「やりがい搾取」ではなく、誇りと自信と余裕を持

って公務ができるような待遇改善が望まれる。 

（運営委員） 

【災害時の外国人犯罪のうわさについて】 

前75号「新聞記事を読んで」を読んで思い出しまし

た。60年ぐらい前私が小学校高学年の頃、実家の引き

出しに白黒の古い写真を発見。母いわく関東大震災の

東京の写真だと言う。写真には川に浮いた遺体

や倒壊した家々。祖父が東京に仕事で行った際

撮影したものだそう。私が生まれる約30年前の

災害だったのでピンと来なかったのを憶えてい

ます。 

関東大震災が起きた当時埼玉県坂戸市(現

在)の母の実家は茅葺き屋根の堅牢な農家で

も当時9才だった母は部屋を転げ回る程の揺

れで立って歩けない状態だったそう。東京方面

の火事も見えたらしい。それからまもなくして、朝

鮮人が井戸に毒を入れる、略奪行為をする等

の根拠のないデマが広がった。井戸に蓋をし、

錠をかけ、しっかり戸締りした。その後何事もな

く。なぜ埼玉県の田舎の村までそんなデマが広

まったのか。 

社会学者で東北学院大学教授の郭基煥
ｶ ｸ  ｷ ﾌ ｧ ﾝ

さ

んは「近代以降の日本では地震や戦争で社会

が非常事態に陥ると極めて高い頻度で外国人犯罪の

うわさが流れている」という。郭さんは朝日新聞に韓国

併合(1910年)前から掲載された朝鮮に関する記事を

読み込んだ。記事の内容は、ほぼ政府の発表にもとづ

いて、朝鮮人に対して「暴徒」、「日本人の被害」、「日

本軍による鎮圧」等朝鮮人が犯罪集団として描かれて、

否定的なイメージが蓄積され、社会に浸透したという。

（郭基煥
ｶ ｸ  ｷ ﾌ ｧ ﾝ

さんに取材した編集者オピニオン編集部桜井

泉の 「ＮＥＷＳ+α取材考記」より。２０２３.１０．３０日朝

日新聞夕刊 掲載） 

私の感覚では日本人は勤勉で温厚な国民性だと思

っていたが背景にはいろいろな要素が絡み合っていた

のでは。東日本大震災でも外国人窃盗団のうわさがあ

ったとの事。人種的な偏見に目が曇ってデマに踊らされ

てはならない。現在はネット社会でフェイクニュース等真

実と嘘が入り交じり拡散する時代。公文書館、国会図書

館、地域の図書館でも真実の記録、 

保存が大切だと思う。 

（花見川区 ○○○） 

 

  資料『災害と外国人犯罪流言』 

 郭基煥
ｶ ｸ  ｷ ﾌ ｧ ﾝ

/著 松籟社
しょうらいしゃ

 2023年9月1日初版 

新
聞
記
事
を
読
ん
で 
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       地域から  

「図書室づくりをマッコウ勝負で」  

                                                       幕張公民館図書室 ○○○○ 

  「面白い本はありますか？」と小学生が図書室職員に尋ねます。 

  「はい、どんな本が好きですか？」と、職員はその子の好みを丁寧に聞き取りながら、最終的に好みの一冊を見つけ

てあげたようです。 

  幕張公民館は、京成幕張駅や JR 幕張駅の近くにあるため、クラブ・サークル

や地域団体の活動及び公民館主催事業等で賑わう公民館です。その中にある

図書室は、１日平均 80～90人の利用があります。 

この数年間で、修理できないほど傷んだり内容が古くなったりした本を除籍

し、蔵書の充実を図りました。床のカーペットを幕張の海にちなんだ明るいブル

ーに張り替えたり、表示板を刷新したりと環境整備も進めてきました。 

  また、季節感を取り入れた飾りつけは、ディスプレイの得意な職員が中心とな

って演出し、来室者と職員との会話のきっかけづくりにも役立っています。 

  さらに、動線など空間に着目していた職員から「選りすぐりの本を前面に配置するため、実用書の中段を面展示ス

ペースに変えましょう」という提案を受け実施した結果、本が置かれるそばから貸し出されていくようになりました。 

  今年度の目標は「笑顔で、多彩な蔵書で、楽しいアイデアで、心をくすぐる図書室をみんなでつくる！」です。これは

読書をこよなく愛する職員の、日頃の思いから生まれた言葉です。心を満たす楽しい刺激を得られる場所となるよう

「マッコウ（幕公）」勝負で奮闘している図書室をぜひお訪ねください。 
 

 
読書会報告 「俳句の本を読む」第 67回 
課題本：『俳句いまむかし』 

坪内 稔典/著 （毎日新聞出版） 
日時：2023年１０月８日 （日） １４時～１６時 
会場：千葉市中央図書館 グループ研修室  参加者8名 

 
〈万緑や少女にぽつとものもらひ 橋場千舟〉（１９３１～）ものもらいはニキビの

ようなものか、著者はこの句から高村光太郎の「新緑の毒素」という詩を連想

した。と書かれている。詩は「青くさき新緑の毒素は世に満てり」で始まり、最後

もこのフレーズで終わる長い詩。 

〈万緑の中や吾子の歯生え初むる 中村草田男〉（１９０１～１9８３）ものもらい

の句とは逆に生命賛歌の句。草田男３８歳、１９３９年作。 

〈短夜の子を宿す身のほの明かり 辻美奈子〉（１９６５～）著者稔典さんはここ

でも吉野弘の詩「I was born」の末尾を連想したと書いている。その詩は「―確

か 英語を習い始めて間もない頃だ 或る夏の宵。父と一緒に寺の境内を歩いてゆくと青い夕霧の奥から浮き出るように 

白い女がこちらへやってくる。物憂げに ゆっくりと。 女は身重らしかった。略・・・I was bornさ。受身形だよ・・・略」。著者

は記す「ほっそりした母の 胸の方まで 息苦しくふさいでいた白い僕の肉体・・・その母は「僕」を産んですぐに亡くなった」

と。句を読みながら詩を連想する。私たちはそれを教わる、心豊かな読書会になったか。 

〈短夜や乳ぜり泣く児を須可捨焉乎
す て っ ち ま お か

 竹下しづの女〉（１８８７～１９５１）「１９２０年作者３３歳の作。乳ぜりは乳を催促するこ

と。うるさい赤ん坊になげやりな気分になりながらも、その気持ちを漢文で表現した知的で強い母性」と著者。 

〈芸名をもう考えている毛虫 寺田良治〉（１９３２～）そうか、蛾や蝶になるのだ、芸名などと言うと思わず美しい黒揚羽か、

蛾のヨナグニサンか、などと想像してしまう。てのひらは元あしのうら山笑う、この人のこんな句もあった。 

〈柚子坊を仮にカフカと名づけたる 星野麥
ば く

丘人
きゅうじん

〉（１９２５～２０１３）ユズ、カラタチなど柑橘類の葉を食べる芋虫を柚子坊

というのだ。俳句の世界は素敵だ。柚子坊などとしゃれた季語にして、しかもカフカに繫げて作句する。 

〈黴の世や言葉もつとも黴びやすく 片山由美子〉（１９５２～）千葉県生まれの俳人。「俳句を詠む（作る）とは、カビのない

新しい言葉をみつけること」と著者は記す。 

〈ゼンマイは椅子のはらわた黴の宿 山口青邨〉（１８９２～１９８８）黴の宿には泊まりたくない。しかも使い古された椅子か

ら腸のようにゼンマイが飛び出ている。このような廃れた様子も句になるのだ。やはり明るい句がいい。 

次回 １２月１０日（日）１４時～１６時  ８３頁から  会場は中央図書館の予定。（運営委員） 

   

 

 

 

ぶっく・ぶく 

本の表紙が魅力的に並ぶ書棚 

「疲れること」 
 

疲れは終わりがあって、 

充足感、達成感を伴うこともある。 

噛み締めながら言うとよい。 

疲労と疲弊は違う。 

元気になることは、 

根本からよくなることとは違う。 

疲れは気づきのチャンスを与えてくれる。 

  （朝の NHK ラジオから） 
 

 今、疲れを嚙み締めている者 
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中央図書館管理課長の真田と申します。着任か

ら早8カ月が経ちました。 

今年の3月まで、緑図書館に勤務しておりました。

更に遡りますと、昭和63年に千葉市役所に入庁し、

最初の配属が北部図書館(現在の稲毛図書館)で

した。 

当時、まだ中央図書館は存在せず、北部図書館

が中核館の役割を担っていました。館内で図書の貸

出等を担当する館内奉仕係と、移動図書館車で図

書の貸出を担当する館外奉仕係があり、私は館外

奉仕係で3年間、市内各所を移動図書館車で廻っ

ておりました。移動図書館車もその当時は2台あり、

ステーションも50数か所あったと記憶しております。 

また、図書の貸出方法はブラウン式でした。貸出

中の本の検索が簡単に行えず、予約本の確保など

はブックカードを一枚一枚確認したりと、苦労したこ

とを覚えています。確か当時は一人2冊まで借りられ

たのではなかったでしょうか。移動図書館は雨で中

止となったりするから、ちょっと多めに貸してたかも。

あの頃はね。 

さらに、当時のAV資料はレコードでしたが、平成2

年頃、CDへの切り替えが始まり、一気に1,000タイ

トルくらい購入したのだったと思います。あと、かすか

な記憶ですが、「来年度から本にバーコードを貼って

いく、大変なことになりそうだ」、そんな声を背中で聞

きながら異動となりました。以上、平成3年3月まで

の思い出です。 

時は移り、令和3年4月、緑図書館に配属となり、

実に30年ぶりに図書館に戻ってきたのですが…、あ

ぁ、こういうのを浦島太郎って言うんだなぁ、ってね。 

まずは、スキャナーでバーコードをピッ、ピッ、ピッ。

図書館システムですね。簡単に本の貸出・返却がで

きちゃう。予約を受けた本が今どういう状況かもすぐ

わかるし、そもそも利用者自ら本の予約や貸出延長

が、スマホ一つであっという間にできちゃう。凄い。 

それと、メールカーに驚きました。中央館、地区館・

分館、公民館図書室、このすべてを毎日くまなく回る、

物流ネットワークが出来上がっていました。以前は、

職員が公用車で、週1回程度、地区館間を回ってい

たのではなかったかなぁ。スピード感が全く違います

よね。他館の棚に並んでいる本が、早ければ翌日に

は手元に届くなんて、凄い。 

よく、隔世の感がありますね、なんてコメントを聞き

ますが、まさにそんな感じでした。 

  また、緑図書館では毎日、絵本を1冊読むようにし

ていました。子供のころ読んでいた「たろうのおでか

け」や「スーホの白い馬」などを見つけたのがきっか

けです。そんな中、比較的最近の絵本を読んでいて、

涙がほろりってことが何度かありました。だいたいが

子供の健気さやいじらしさを描いた絵本。大人ってこ

ういうの好きだよなぁ。子供はどうなの？誰向けな

の？なんて、こども室の小さな椅子に腰かけながら考

えたりしてましたっけ。 

  もう一つ、緑図書館での思い出は、切り紙・切り絵

ですかね。返却本の検品をしていた時に偶然手にし

た本がきっかけです。昆虫や動物、また立体的な建

造物の切り紙など、会計年度職員の皆さんにおだて

られながら、昼休みにちまちま作っていました。老後

のいい趣味が見つかったよ。図書館に勤務している

と、自分では絶対手を出さないであろう分野の本で

も、仕事上で手にする機会があるわけで、パラパラっ

と検品するだけでも、そこからの発見って結構ありま

す。世界が広がるっていうんですかね。まさに“知の

拠点！” 

 なのでもう少し、そこに身を置いておきたかったの

ですが、今年の４月から中央図書館管理課へ異動

となり、図書館の直接の現場からは離れることになり

ました。今は裏方として、図書館で働く皆さんの、さら

には図書館を利用される多くの皆さんの後方支援

ができればと考えております。 

 

 

        
あれから 30 年…ですか       

 

千葉市中央図書館管理課長 真田 賢一 

 



 

 

              ☆ ＹＡ世代の参加を願い、このコーナーを設けています。 
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思い出 小学校の図書室にて 

正直なところ、私はあまり本を読むことがありません。

本の思い出といえば小学生の頃、工藤直子さんの詩

集『のはらうた』（童話館）を読んでいたことです。 

小学生が読むのに丁度いい手のひらサイズ、鮮やか

な表紙、手に取るきっかけは装丁の美しさでした。 

教科書にも載っている“かまきりりゅうじ”の「おれは

かまきり」や、“のばらめぐみ”の「はなひらく」などが収

録されており、これ知ってる！と気づけばどんどん読み

進めていました。 

当時の私はこれらの詩を、本当にのはらの生き物や

自然たちが残した日記だと思って読んでいました。 

 

詩のなかのワードチョイスとか言葉の間とかが温か

くて、登下校中に出会う虫や植物たちもこんな気持ち

で生きているのかな〜と思いながら過ごしていました。 

小学校の図書室の、詩集のある本棚とその近くの机

はあまり人がいなくて、一人で静かに詩の世界に浸れ

るのも好きでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャリティ古本市でのふれあい 

そんな、２０代で本の思い出が小学生まで遡らない

と無い私が、家族の勧めもあって急遽、としょかんふれ

んず千葉市さん主催の「チャリティ古本市」（２０２３年

４月）の会場ボランティアに参加することになりました。 

本っていうと、小説とか学術書とかのイメージがあり

ましたが、生涯学習センターのアトリウムに次々と運び

込まれる段ボールから本を出していくと、写真集とかレ

シピ本、雑誌などもあって、自分の中の本の認識がす

ごく狭かったんだな〜と思いました。 

 

古本市がオープンすると、会場はあっという間に人で

いっぱいになりました。コロナ禍のためかもしれません

が、入場人数に制限もあり、そんなに人気なイベントだ

ったのか！と驚きました。 

趣味、雑誌、専門書のコーナーの担当になった私の

ところには、「英語の発音を学びたいのでCDのついた

学習本はありますか？」や、「学校の授業で使いたいの

で全巻セットで頂いてもいいですか？」など、本に知識

を求めて探しに来る人が多かったです。 

他にも、「この本、昔持っていたわ」とか「うちもこのレ

シピ本を集めていたのよ」という、本の思い出を話して

くれる方もいらっしゃいました。 

そうして古本市が終わる頃には、私は本を1冊も

読んでいないのに、なんだか広く浅く様々な本を読

めたような気持ちになっていました。 

本が好きな人達と交流することで、間接的に本の良

さが実感できた1日でした。 

 

本の思い出と古本市での体験  

若葉区 のはらうた （20代 アルバイト） 

                                                

 

                                                

 

ペンネーム のはらうた/作 
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吹雪のなか、ポツンとたたずむコンビニエンスストア。

村に一軒しかないというその店は、ある人にとって「宝

物の場所」だという。 

７２時間定点観測するドキュメンタリー番組をご存じ

だろうか。取り上げられる場所はさまざまだが、取材を

受ける人の言葉がいつも印象的で、よく観ている。 

この春放送された「宝物の場所」と言われたコンビ二

は、雪で閉ざされた状況だからこそ「ただそこにあるこ

と」の大切さが伝わってきて、特に印象に残った。その後

「私にとっての宝物の場所はどこだろう」と、頭の片隅で

考えていたように思う。 

『図書館がくれた宝物』は、米国の作家によって書か

れたデビュー作で、２０２１年児童書部門でニューヨーク

公共図書館ベスト・ブック・オブ・ザ・イヤーに選ばれた。

日本人にもなじみ深い児童書がたくさん登場するので、

より身近に感じながら読み進められ、戦時下における

図書館の大切な役割も知ることができた。 

舞台は第二次世界大戦下のイギリスで、１２歳のウィ

リアム、１１歳のエドマンド、９歳のアンナの本好きな３人

きょうだいと、図書館司書のミュラーさんの心あたたま

る物語だ。きょうだいは「本当の家族になってくれる人を

探す」という目的をもって疎開先に向かうのだが、嫌が

らせを受けたり、満足に食べることが出来なかったりと

つらい日々が続く。そんな３人の支えとなったのが、大好

きな本がある村の図書館と、司書のミュラーさんだった。

良い本と良い人が、子どもたちに力を与え、明るいほう

に導いてくれるという素敵なお話だ。 

冒頭の答えではないが、この作品のおかげで、私に

とっても図書館や文庫は、本や人と出会える大切な場

所だという思いを再確認した。 

戦時下のような困難さでなくても、つらい時や悲しい

時に、ほっとできる場所があるというのはありがたい。

「今いる場所だけでなく、他の場所もある」という状態は、

固まった考え方をほぐし、人の心に余裕を与えてくれる。 

子どものころ、家に帰るといつも祖母がいた。冬はミ

ュラーさんのように、よく編み物をしていた。今も軽くて

暖かい祖母のセーターを愛用している。父とはサイクリ

ングや登山をした。列車が置かれている公園を目指し

てペダルを踏むのは楽しかった。危険な山道は滑らな

いように注意して登った。仕事で忙しい母だったが、顔 

 

を見ると安心した。家族に揃えてもらった『エルマーの

ぼうけん』『ちいさいおうち』『あいうえおの本』は、表

紙を見るだけであたたかい気持ちになる。 

家や学校において、決して晴れの日ばかりではなか

った。しかし、時が経つと子ども時代のささやかな日常

が幸せな思い出に変化し、今の自分を支えてくれてい

ることに気づく。そう、宝物は自分の心の中にもたくさん

ある。 

宝物の場所や幸せな思い出は、ひとりひとり違う。

「家」だったり、「コンビニ」だったり、「図書館」だったり、

「文庫」だったり、「自然の景色」だったり・・・。 

近くにあって良かった。行くといつもの笑顔があった。

良い本と出合えた。幸せな思い出や大切な場所もある

し、自分は周りの人から愛されている。 

「今日いろいろあったけど、明日もがんばってみよう

か」と思えるきっかけは、たくさんあったほうがいい。そ

れが、決して大きなものでなかったとしても。ただそこに

あるだけだとしても。 

文庫活動を通じて、私にもできることがあるのかもし

れない。自分がしてもらったように、誰かの支えになれ

ることを願って。 

 

『図書館がくれた宝物』ケイト・アルバス/作 （徳間書店） 

『エルマーのぼうけん』ルース・スタイルス・ガネット/作 

ルース・クリスマン・ガネット/絵 （福音館書店） 

『ちいさいおうち』バージニア・リー・バートン/文・絵 

（岩波書店）

『あいうえおの本』 安野光雅/作 （福音館書店） 

 

 

          「私ができること」ー『図書館がくれた宝物』を読んで 
                                          

花見川区     ○○○○ 

 
                     

          中央区  野村 恵美 

                                          

 

「子どもたちよ 子ども時代をしっかりとた

のしんでください。おとなになってから 老人

になってから あなたを支えてくれるのは 子

ども時代の「あなた」です」 
 

「本は友だち。一生の友だち。子ども時代

に友だちになる本、そして大人になって友だ

ちになる本。本の友だちは一生その人と共に

ある。こうして生涯話しあえる本と出あえた人

は、仕あわせである」 

『石井桃子のことば』（新潮社）より 

 

「
私
が
で
き
る
こ
と
」
ー
『
図
書
館
が
く
れ
た
宝
物
』
を
読
ん
で                  
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稲毛図書館美術講座 

 

 

 

 
 
 
      

 

 

  

 

 

 

 

 

 

✱会費（一般 1,500円）納入がお済みでない方には払込用紙をお送りいたしますので、納入をお願い

します。 

 

  

   
としょかんふれんず千葉市  

代 表

【連絡先】 事務局  

 〒 千葉市○○区 

TEL・FAX ０４３（○○）○○ 

 メール   furenzu2021@gmail.com 

     ホームページ URL    

https://furenzu2021.wixsite.com/

toshokanfriends 

年会費  一般 円 学生 500円 

郵便振替 

発 行 者  

落丁等ありましたら、右記連絡先までお知らせ下さい 

 

知らせ 

 

丁等ありましたら、右記連絡先までお知らせ下さい 

  
10月 1日(日）中央図書館読書まつり用バッジ作り 
10月 5日(木） 運営委員会       
10月 8日(日） 第６7回読書会 「俳句の本を読む」 
１０月１７日(火） 生涯学習部長・教育指導課との面談 
１０月２８日(土） 読書まつり用掲示物作成 
11月  2日(木） 運営委員会 
11月 6日(月） 編集会議 
１1月11日(土) 中央図書館読書まつり準備   
１1月12日(日) 中央図書館読書まつりに「世界の

ともだちパネル展」「としょかん
ふれず千葉市の紹介展示」で参加 

１1月16日(木) 会報７６号印刷      

う ご き 
 

アーテイスト・荒井良二の魅力  
「new born 荒井良二」展によせて 

 
日時 ２０２３年１０月１４日（土）10～12時  
会場 稲毛図書館 集会室 
講師 山根佳奈氏（千葉市美術館学芸員） 

 
千葉市美術館で開催中の荒井良二展の解説講

座。山根学芸員の話からは、荒井良二の今までの作
品や活動、市美術館展の見どころについて、魅力がた
っぷり伝わってきた。 
彼が尊敬する人は、長新太、ワイズ・ブラウンなど

で、オマージュ作品もある。若い頃は雑誌「hanako」
や三越の宣伝にイラストも描いた。絵画「逃げる子ど
も」や絵本『はっぴぃさん』には、幸福に向かって逃げ
てもいいというメッセージが込められている。絵本『あ
さになったのでまどをあけますよ』は、3.１１の影響で
夜が怖い子を思い、朝のことだけを描いた。 
出身地山形ではアートプロジェクト「山形じゃあに

ぃ」や、芸術祭「みちのおくの芸術祭 山形ビエンナー
レ」を開いた。また、ハウスメーカーとのコラボで住宅
廃材を利用した立体作品を作るなど、発想と制作意
欲はとどまることを知らない。 
彼の展覧会はその土地や会場（広さ、天井の高さ

など）にあった形にするそうで、今回の千葉市美術館
では約１か月かけて試行錯誤したとのこと。「千葉書」
という小さな紙に書かれたメッセージがたくさん貼ら
れた作品もある。 

 
後日、美術館に行ってみた。実際に目にすると想像

以上に楽しい。入口のメッセージは板に、作品のキャ
プションは直に壁に、すべて荒井さんの手書き。絵本
の原画はもちろん、絵画、スケッチ、過去の芸術祭を再
構成した立体、廃材利用の作品など、色彩も画材も
様々。作品に触れることはできないが、自由でわくわく
する空間だった。バックに流れる音楽も展示とベストマ
ッチ。４階図書室では「荒井良二さんによる選書企
画」も開催されていて、影響を受けた人の本も読むこ
とが出来る。 

 
展覧会 

「new born 荒井良二 
いつもしらないところへ 
たびするきぶんだった」は 

千葉市美術館で 
１２月１７日まで開催されている。 
                （運営委員） 

    
 
 
 

 
オンラインデータベースは利用者や図書館レファレンス業

務には必須であり、図書館協議会でも長きに渡って導入が

要望されてきました。法律・行政に関する情報や新聞記事な

どを検索して、閲覧・複写ができます。 

利用できるのは千葉市に在住、在勤、在学の方。利用の

申し込みは総合レファレンスカウンターで当日受け付け。提

供時間は閉館の３０分前まで、利用時間は３０分です。 
 

D1-Law.com        法令や判例、法関連文献 

官報情報検索サービス  昭和２２年５月３日から当日分ま

での官報 

ジャパンナレッジLib   百科事典、国語辞典や語学辞典か
ら、人名や科学の専門辞典など、
70種以上の辞事典、雑誌記事、叢
書など 

日経テレコン２１    日経４紙（日本経済・日経産業・ 
日経MJ・日経金融）など 

朝日新聞クロスサーチ  明治１２年以降の朝日新聞の記事
や、週刊朝日、AERA、アサヒグラフ
など 

ヨミダス歴史館 明治7年以降の読売新聞の記事
や、 The Japan News（英字新
聞）など 

伝 言 板 

中央図書館 オンラインデータベースサービスの提供開始 

 

行ってきました 

mailto:furenzu2021@gmail.com

